
（
一
）
宇
宙

宇
宙
と
は
、
天
地
古
今
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
存
在
物
の
一
切
を
包
括
す
る
空
間
と
時
間
を
意
味
す
る
。
諸
橋
轍
次
著
『
大
漢
和
辞

仏
教
の
宇
宙
観
ｌ
須
弥
山
世
界
と
仏
の
慈
悲

仏
教
の
宇
宙
観
ｌ
須
弥
山
世
界
と
仏
の
慈
悲

序

宇
宙
と
世
界

鍋
島
直
樹

一
一
ハ
ー

仏
教
の
死
生
観
の
背
景
に
は
、
仏
教
宇
宙
観
が
広
が
っ
て
い
る
。
死
を
一
度
か
ぎ
り
の
自
分
だ
け
の
死
と
し
て
捉
え
る
だ
け
で
な
く
、

先
祖
代
々
か
ら
の
い
の
ち
の
継
承
と
展
開
、
さ
ら
に
、
同
じ
時
代
に
生
き
る
家
族
や
同
志
そ
し
て
生
き
と
し
生
け
る
も
の
と
の
つ
な
が

り
の
な
か
で
受
け
と
め
る
。
仏
教
の
死
生
観
は
、
死
を
考
え
る
こ
と
通
し
て
生
き
る
意
味
を
見
つ
め
直
し
、
自
己
と
他
者
の
心
の
紳
の

大
切
さ
や
、
自
己
と
宇
宙
の
つ
な
が
り
に
気
づ
か
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
仏
教
の
死
生
観
を
よ
り
広
い
視
点
か
ら
理
解
す

る
た
め
に
は
、
仏
教
の
宇
宙
観
を
知
る
こ
と
が
一
つ
の
鍵
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
論
は
、
仏
教
の
宇
宙
観
を
科
学
の
視
点
か
ら
評
価
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
い
。
仏
教
の
根
本
教
理
に
照
ら
し
な
が
ら
、
仏
教
の
宇
宙
観
が
ど
の
よ
う
に
人
生
の
羅
針
盤
と
な
っ
て
い

る
の
か
に
つ
い
て
再
吟
味
し
た
い
。
特
に
、
近
世
末
期
に
製
作
さ
れ
た
『
須
弥
山
儀
』
の
真
価
に
つ
い
て
真
宗
学
の
角
度
か
ら
再
考
す
る
。



と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
「
宇
」
と
は
天
地
四
方
を
さ
し
、
「
宙
」
は
往
古
来
今
を
意
味
す
る
。
『
准
南
子
』
の
斉
俗
訓
は
、
紀
元
前
二
世

紀
頃
、
前
漢
の
武
帝
の
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
書
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
宇
宙
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
万
物
、
天
地
を
包
容
す
る
空

間
で
あ
る
と
と
も
に
、
過
去
か
ら
未
来
に
い
た
る
あ
ら
ゆ
る
時
間
を
も
意
味
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
天
文
学
で
は
、
宇
宙
は
、
す
べ

て
の
天
体
を
含
む
空
間
、
特
に
、
地
球
の
大
気
圏
の
外
を
指
し
、
理
学
で
は
、
そ
れ
は
す
べ
て
の
時
間
と
空
間
そ
こ
に
含
ま
れ
る
物
質

（
１
）

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
指
す
。
も
と
は
紀
元
前
一
一
世
紀
頃
か
ら
東
ア
ジ
ア
の
道
教
や
仏
教
の
宇
宙
観
を
基
盤
と
し
て
用
い
ら
れ
る
一
一
一
一
口
葉
で
あ

っ
た
。
経
典
に
は
、

典
』
に
よ
れ
ば
、

「
外
不
観
乎
宇
宙
、
内
不
知
乎
大
初
」
（
荘
子
、
知
北
遊
）
、
天
地
四
方
日
宇
、
往
古
来
今
日
宙
（
疏
）
、
「
四
方
上
下
日
宇
、
往

古
来
今
日
宙
、
以
職
天
地
」
（
『
准
南
子
』
、
斉
俗
訓
）
（
『
大
漢
和
辞
典
』
巻
三
、
九
○
○
頁
）

酔
象
憧
其
神
力
其
大
則
包
於
宇
宙
。
（
『
大
宝
積
経
』
、
菩
提
流
支
訳
、
大
正
蔵
一
一
巻
一
頁
ａ
）

無
量
寿
尊
因
地
果
海
。
論
次
喚
然
。
安
楽
世
界
真
景
佳
致
。
岐
如
指
掌
。
披
巻
詳
閲
。
端
坐
静
思
。
則
七
宝
荘
厳
。
混
成
宇
宙
。

（
『
大
阿
弥
陀
経
』
巻
下
、
王
日
休
校
輯
、
大
正
蔵
十
二
巻
一
一
一
一
一
一
九
Ｃ
～
三
四
○
ａ
）

仏
教
の
宇
宙
観
ｌ
須
弥
山
世
界
と
仏
の
慈
悲

一
一
ハ
ー
ー

な
ど
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
新
し
い
気
づ
き
は
、
『
大
阿
弥
陀
経
』
の
践
文
に
は
、
阿
弥
陀
仏
の
安
楽
世
界
を
七
宝
で
荘
厳
さ

れ
た
「
宇
宙
」
と
説
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
大
阿
弥
陀
経
』
は
、
宋
の
王
日
休
が
、
難
解
な
経
文
を
よ
り
一
層
わ
か
り
や
す
く
理
解



（
二
）
世
界

世
界
と
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
｝
○
蚕
‐
号
騨
巨
に
相
当
す
る
漢
訳
語
と
し
て
、
経
典
に
数
多
く
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
世
界
と
は
、

一
切
衆
生
の
住
む
世
界
を
指
す
。
『
長
阿
含
経
』
世
記
経
に
よ
れ
ば
、
一
つ
の
世
界
と
は
、
日
月
の
照
ら
す
範
囲
で
あ
る
四
天
下
、
須

弥
四
州
を
さ
す
。
「
天
地
成
敗
」
（
大
正
蔵
一
巻
二
四
ｂ
）
の
世
界
観
を
示
す
の
が
世
記
経
で
あ
る
。
『
長
阿
含
経
』
世
記
経
は
、
部

（
２
）

派
仏
教
に
分
裂
後
の
、
紀
元
前
二
世
紀
か
ら
紀
元
一
、
一
一
世
紀
の
間
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
『
長
阿
含
経
』
世
記
経
に
は
、

後
代
、
五
世
紀
に
世
親
が
著
し
た
『
倶
舎
論
』
に
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
な
九
山
八
海
は
説
か
れ
て
お
ら
ず
、
須
弥
山
説
の
原
初
的
世
界

（
３
）

観
が
示
さ
れ
て
い
る
。

如
一
日
月
周
行
四
天
下
光
明
所
照
。
如
是
千
世
界
。
千
世
界
中
有
千
日
月
。
千
須
弥
山
王
。
四
千
天
下
四
千
大
天
下
。
四
千
海

水
四
千
大
海
。
四
千
龍
四
千
大
龍
。
四
千
金
迩
烏
四
千
大
金
迩
烏
。
四
千
悪
道
四
千
大
悪
道
。
四
千
王
四
千
大
王
。
七
千
大
樹
。

仏
教
の
宇
宙
観
ｌ
須
弥
山
世
界
と
仏
の
慈
悲

｛
ハ
一
一
一

さ
せ
る
た
め
に
、
そ
れ
ま
で
の
『
無
量
寿
経
』
を
新
し
く
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
宇
宙
と
は
、
す
べ
て
の
世
界
を
お
お

う
空
間
と
、
果
て
し
な
く
つ
づ
く
時
間
の
流
れ
の
な
か
で
世
界
を
把
握
す
る
概
念
で
あ
る
。
英
語
の
コ
ス
モ
ス
は
、
秩
序
あ
る
体
系
と

し
て
の
宇
宙
、
調
和
、
秩
序
を
意
味
し
、
ユ
ニ
バ
ー
ス
は
、
存
在
す
る
も
の
す
べ
て
の
宇
宙
、
銀
河
系
、
全
人
類
な
ど
を
意
味
し
、
両

者
と
も
広
大
な
空
間
を
指
し
、
時
間
の
観
念
は
な
い
。
た
だ
し
、
「
宇
宙
」
と
い
う
用
語
は
、
『
大
阿
弥
陀
経
』
、
『
楽
邦
文
類
』
な
ど
浄

土
教
文
書
に
は
わ
ず
か
に
み
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
「
宇
宙
」
の
語
は
、
中
国
に
お
け
る
禅
師
語
録
、
高
僧
伝
、
『
法
苑
珠
林
』
、
『
出
三

蔵
記
集
』
な
ど
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
法
然
や
親
鴬
は
、
宇
宙
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
な
い
。
概
し
て
宇
宙
よ
り
も
世
界
と
い

う
用
語
の
方
が
仏
教
思
想
に
お
い
て
汎
用
さ
れ
て
い
る
。



こ
こ
に
、
一
つ
の
太
陽
と
月
が
一
周
す
れ
ば
、
四
つ
の
天
下
が
そ
の
光
に
照
ら
さ
れ
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
世
界
が
千
世
界
あ
る
と

説
い
て
い
る
。
須
弥
四
州
の
世
界
と
は
、
須
弥
山
を
中
心
と
し
た
四
大
陸
を
さ
す
。
四
大
陸
と
は
、
欝
単
日
弗
干
逮
、
倶
耶
尼
、
間

（
４
）

浮
提
で
あ
る
。
須
弥
山
と
は
、
世
界
の
中
、
心
に
そ
び
え
る
巨
大
な
山
で
あ
る
。
世
界
の
一
番
下
か
ら
、
風
輪
、
水
輪
、
金
輪
が
あ
り
、

須
弥
山
は
金
輪
の
上
に
あ
っ
て
、
高
さ
は
八
万
由
旬
、
約
五
十
六
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
そ
の
須
弥
山
の
中
腹
を
日
月
が
め
ぐ
り
、

地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
阿
修
羅
・
人
間
・
天
人
の
六
道
、
諸
天
は
、
そ
の
下
方
か
ら
上
方
に
あ
る
。
須
弥
山
の
中
腹
に
四
天
王
、
天
上

（
５
）

に
は
帝
釈
天
お
よ
び
四
方
の
峰
に
住
む
各
八
神
を
あ
わ
せ
た
一
二
十
一
一
一
天
の
天
神
が
住
む
。

仏
教
の
宇
宙
空
間
に
お
い
て
は
、
世
界
は
私
た
ち
住
む
世
界
だ
け
で
な
く
、
多
数
存
在
し
、
三
千
大
千
世
界
に
広
が
る
。
須
弥
四
州

を
一
世
界
と
な
し
て
、
三
千
大
千
世
界
が
無
数
に
存
在
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
一
一
一
千
大
千
世
界
に
つ
い
て
、
こ
う
説
か
れ
て
い
る
。

爾
所
小
千
千
世
界
。
是
為
中
千
世
界
。
如
一
中
千
世
界
。
爾
所
中
千
千
世
界
。
是
為
三
千
大
千
世
界
。
如
是
世
界
周
匝
成
敗
。

衆
生
所
居
名
一
仏
利
。
（
大
正
蔵
一
巻
一
一
四
Ｃ
）

八
千
大
泥
型
。
十
千
大
山
。
千
閤
羅
王
。
千
四
天
王
。
千
切
利
天
千
焔
摩
天
千
兜
率
天
千
化
自
在
天
千
他
化
自
在
天
千
楚
天
。
是

為
小
千
世
界
。
（
大
正
蔵
一
巻
一
一
四
ｂ
）

仏
教
の
宇
宙
観
ｌ
須
弥
山
世
界
と
仏
の
慈
悲

三
ノ､

四

一
つ
の
須
弥
山
世
界
が
千
世
界
集
っ
た
の
が
小
千
世
界
、
そ
の
小
千
世
界
が
千
世
界
集
っ
た
世
界
が
中
千
世
界
、
さ
ら
に
中
千
世
界
が

千
世
界
集
っ
た
も
の
を
大
千
世
界
と
す
る
。
一
一
一
千
大
千
世
界
は
千
の
三
乗
、
す
な
わ
ち
、
十
億
の
須
弥
山
世
界
か
ら
な
っ
て
い
て
、
そ

れ
を
一
人
の
仏
が
教
化
す
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
鳩
摩
羅
什
訳
『
阿
弥
陀
経
』
に
、
「
恒
河
沙
数
の
諸
仏
ま
し
ま
し
て
、
お
の
お
の
そ



広
長
の
舌
相
を
出
し
て
、

世
は
、
遷
流
の
意
、
移
り
変
わ
っ
て
い
く
様
を
指
し
、
界
は
全
方
位
の
意
で
あ
る
。
世
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の
時
間
、
界
は
、

十
方
、
す
な
わ
ち
、
東
西
南
北
四
維
上
下
の
空
間
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
世
」
（
過
去
・
現
在
・
未
来
）
Ⅱ
「
宙
」
（
往
古
来

今
）
、
「
界
」
（
十
方
）
Ⅱ
「
宇
」
（
天
地
四
方
）
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

世
界
の
「
世
」
、
時
間
観
に
つ
い
て
は
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
『
長
阿
含
経
』
世
記
経
の
三
災
品
に
よ
れ
ば
、
想
像
も
つ
か
な
い
長
い

時
間
の
中
で
、
世
界
は
壊
れ
、
何
も
な
く
な
り
、
再
び
生
成
し
て
、
持
続
し
、
そ
れ
ら
四
つ
の
段
階
を
一
サ
イ
ク
ル
と
し
て
永
遠
と
も

（
６
）

い
え
る
長
い
周
期
を
循
環
し
て
い
く
と
説
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
壊
劫
、
空
劫
、
成
劫
、
住
劫
の
四
劫
で
あ
り
、
各
段
階
は
二
十
劫
、

す
な
わ
ち
、
一
中
劫
ず
つ
つ
づ
く
。
こ
の
よ
う
に
仏
教
の
宇
宙
時
間
に
お
い
て
、
果
て
し
な
い
時
の
流
れ
の
中
で
、
世
界
は
、
安
住
か

ら
崩
壊
へ
、
空
無
か
ら
生
成
へ
、
回
復
か
ら
安
住
へ
と
く
り
か
え
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
仏
教
が
示
し
た
世
界
の
時
間
の
推
移
と

循
環
は
、
諸
行
無
常
、
諸
法
無
我
の
真
理
を
時
間
の
流
れ
の
中
で
明
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
世
界
は
、
マ
ク
ロ
の
極
大
の
方
向
に
向
っ
て
は
、
一
、
十
、
百
、
千
、
万
、
億
、
兆
、
京
、
咳
、
秤
、
穣
、
溝
、
澗
、
正
、

載
、
極
、
恒
河
沙
（
十
の
五
十
二
乗
）
、
阿
僧
祇
（
十
の
五
十
六
乗
）
、
那
由
他
（
十
の
六
十
乗
）
、
不
可
思
議
（
十
の
六
十
四
乗
）
、
無

世
為
遷
流
界
為
方
位
。
汝
今
当
知
東
西
南
北
。
東
南
西
南
東
北
西
北
上
下
為
界
。
過
去
未
来
現
在
為
世
。
（
大
正
蔵
一
九
巻
一

二
二
Ｃ
）仏

教
の
宇
宙
観
ｌ
須
弥
山
世
界
と
仏
の
慈
悲

の
国
に
お
い
て
、
広
長
の
一

等
）
と
も
説
か
れ
て
い
る
。

八
世
紀
の
唐
代
、
般
刺
一

般
刺
密
帝
訳

『
首
傍
厳
経
』
の
解
釈
に
よ
る
と
、
「
世
界
」
に
つ
い
て
こ
う
説
い
て
い
る
。

遍
く
一
一
一
千
大
千
世
界
に
覆
い
て
誠
実
の
言
を
説
き
た
も
う
」
（
大
正
蔵
一
一
一
巻
一
一
一
四
七
ｂ

ニ
ノ、

五



仏
教
の
宇
宙
観
ｌ
須
弥
山
世
界
と
仏
の
慈
悲

一
一
ハ
ー
ハ

（
７
）

量
大
数
（
十
の
六
十
八
乗
）
に
広
が
る
。
こ
の
数
の
単
位
は
、
仏
教
思
想
を
承
け
て
、
元
代
の
『
算
学
啓
蒙
』
や
明
代
の
『
算
法
統

宗
』
の
数
学
書
に
お
い
て
万
万
進
と
万
進
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
や
が
て
日
本
で
吉
田
光
由
著
『
塵
劫
記
』
（
寛
永
十
一
年
版
）
が
万
進

に
統
一
し
て
整
理
し
、
現
在
の
「
万
進
」
と
い
う
数
の
単
位
と
な
っ
て
い
る
。
「
無
量
寿
」
「
無
量
光
」
は
、
阿
弥
陀
仏
の
徳
を
示
し
、

「
恒
河
沙
」
は
十
方
世
界
の
諸
仏
の
数
に
書
え
ら
れ
る
。
一
方
、
ミ
ク
ロ
の
極
小
の
方
向
に
向
っ
て
は
、
最
も
微
細
な
も
の
を
「
極

微
」
と
し
、
そ
れ
は
原
子
に
も
相
当
す
る
。
『
倶
舎
論
』
に
よ
る
と
、
極
微
を
中
心
と
し
て
上
下
、
四
方
の
六
方
に
極
微
が
集
ま
っ
た

（
８
）

（
９
）

も
の
が
、
微
塵
と
さ
れ
る
。
『
華
厳
経
』
な
ど
に
「
微
塵
世
界
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
。
親
賛
は
、

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

十
方
微
塵
世
界
の

念
仏
の
衆
生
を
み
そ
な
は
し

摂
取
し
て
す
て
ざ
れ
ば

阿
弥
陀
と
な
づ
け
た
て
ま
つ
る
（
『
浄
土
和
讃
』
（
八
二
）
、
『
弥
陀
経
』
意
予
註
釈
版
聖
典
五
七
一
頁
）

と
記
し
、
極
小
の
塵
の
よ
う
な
数
限
り
な
い
世
界
に
住
む
念
仏
の
衆
生
を
阿
弥
陀
仏
が
摂
取
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
さ
ら
に
興

味
深
い
の
は
、
数
学
に
お
け
る
最
も
小
さ
い
数
字
の
単
位
が
、
「
浬
梁
寂
静
」
と
さ
れ
、
十
の
マ
イ
ナ
ス
一
一
十
四
乗
と
規
定
さ
れ
て
い

（
叩
）

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
「
浬
渠
寂
静
」
を
数
の
最
小
単
位
と
し
て
用
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
を

構
成
す
る
原
子
の
よ
う
な
極
微
が
仏
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
人
の
優
し
さ

が
目
に
は
見
え
な
く
て
も
心
に
し
み
と
お
る
よ
う
に
、
浬
渠
寂
静
の
仏
の
大
悲
が
き
め
こ
ま
や
か
に
あ
ら
ゆ
る
存
在
に
貫
徹
し
て
い
る



親
鴬
も
ま
た
「
世
界
」
の
語
を
二
つ
の
世
界
に
使
用
し
て
い
る
。
第
一
に
、
「
世
界
」
は
こ
の
現
実
世
界
を
指
し
、
「
裟
婆
世
界
」

（
『
尊
号
真
像
銘
文
』
）
「
五
濁
悪
時
悪
世
界
」
（
『
浄
土
和
讃
』
（
八
六
）
）
「
火
宅
無
常
の
世
界
」
（
『
歎
異
抄
』
後
序
）
と
表
現
し
、
あ
ら

ゆ
る
世
界
を
「
大
千
世
界
」
（
『
浄
土
和
讃
』
（
一
一
一
一
）
）
「
十
方
世
界
」
（
『
尊
号
真
像
銘
文
』
）
と
記
し
て
い
る
。
第
二
に
、
「
世
界
」
は

阿
弥
陀
仏
の
安
楽
浄
土
を
指
し
、
「
安
楽
世
界
」
（
『
浄
土
和
讃
』
（
七
三
）
）
と
記
し
て
い
る
。
「
正
信
念
仏
偶
」
に
は
、

と
記
し
て
、
親
鴬
は
世
親
の
『
浄
土
論
』
に
よ
り
な
が
ら
、
無
擬
光
如
来
に
帰
命
す
れ
ば
、
本
願
力
回
向
に
よ
っ
て
大
会
衆
の
数
に
入

り
、
安
楽
浄
土
に
至
っ
て
真
実
の
証
を
開
く
と
明
か
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
世
界
」
の
語
は
、
裟
婆
も
安
楽
浄
土
を
も
表
し
て
い

る
。
「
世
界
」
は
、
仏
教
経
典
の
一
○
百
‐
Ｑ
冨
言
の
翻
訳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
、
経
論
釈
に
は
数
多
く
み
ら
れ
る
が
、
「
宇
宙
」
と
「
世

界
」
の
語
は
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
空
間
と
時
間
の
両
方
を
含
ん
だ
概
念
で
あ
る
。

此
裟
婆
世
界
。
釈
迦
牟
尼
仏
利
一
劫
。
於
極
楽
世
界
阿
弥
陀
仏
利
。
（
『
華
厳
経
』
、
大
正
蔵
十
巻
二
四
一
ａ
）

願
見
阿
弥
陀
仏
。
及
極
楽
世
界
。
輿
諸
菩
薩
声
聞
大
衆
。
説
是
語
己
。
阿
弥
陀
仏
。
即
放
大
光
明
。
普
照
一
切
世
界
。
（
『
大
阿

弥
陀
経
』
、
大
正
蔵
一
一
一
巻
三
一
一
一
八
Ｃ
）

得
至
蓮
華
蔵
世
界
即
証
真
如
法
性
身
。
（
『
教
行
証
文
類
』
行
巻
、
註
釈
版
聖
典
二
○
五
頁
）

仏
教
の
宇
宙
観
ｌ
須
弥
山
世
界
と
仏
の
慈
悲

六

七

と
こ
ろ
で
、
「
世
界
」
の
表
現
は
、
現
実
の
裟
婆
世
界
だ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
阿
弥
陀
仏
の
安
楽
浄
土
を
「
極
楽
世
界
」
と

表
現
す
る
よ
う
に
仏
国
土
を
、
ま
た
世
界
と
い
う
。
経
典
に
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。



仏
教
徒
は
、
こ
の
果
て
し
な
い
宇
宙
、
世
界
を
、
お
よ
そ
二
つ
の
視
座
か
ら
見
つ
め
て
き
た
。
一
つ
は
、
さ
と
り
の
真
理
と
し
て
見

出
さ
れ
た
、
縁
起
的
な
世
界
観
、
宇
宙
観
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
さ
と
り
の
視
座
か
ら
こ
の
自
分
た
ち
の
住
む
世
界
を
洞
察
し
た
、

流
転
輪
廻
の
世
界
観
、
宇
宙
観
で
あ
る
。
し
か
し
両
者
は
、
別
々
の
宇
宙
観
と
し
て
説
か
れ
た
の
で
は
な
い
。
流
転
輪
廻
の
宇
宙
観
は
、

一
切
衆
生
が
須
弥
山
世
界
を
中
心
と
す
る
三
界
に
住
み
、
無
常
の
世
で
迷
い
を
重
ね
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
も
の
で
あ
り
、
だ
か

ら
こ
そ
、
そ
の
迷
い
の
境
涯
に
と
ど
ま
ら
ず
、
輪
廻
の
苦
悩
を
超
え
て
生
き
る
こ
と
を
策
励
す
る
。

た
と
え
ば
、
そ
れ
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
の
は
、
善
導
の
『
往
生
礼
讃
』
日
没
無
常
偶
で
あ
る
。

人
間
忽
忽
営
衆
務
不
覚
年
命
日
夜
去
如
燈
風
中
滅
難
期
忙
忙
六
道
無
定
趣
未
得
解
脱
出
苦
海
云
何
安
然
不
驚
曜

各
間
強
健
有
力
時
自
策
自
励
求
常
住
（
『
往
生
礼
讃
』
、
大
正
蔵
四
七
巻
四
四
○
Ｃ
）

仏
教
の
宇
宙
観
ｌ
須
弥
山
世
界
と
仏
の
慈
悲

三
一
一
つ
の
宇
宙
観
・
世
界
観

エ
ノ、

八

人
間
は
あ
く
せ
く
し
て
日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
務
め
を
果
た
す
あ
ま
り
、
歳
月
が
去
っ
て
い
く
こ
と
を
自
覚
し
な
い
。
あ
た
か
も

風
の
中
に
あ
る
灯
火
が
消
え
て
し
ま
う
の
を
知
ら
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。
忙
し
く
六
道
に
輪
廻
し
て
定
着
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
い

ま
だ
に
解
脱
し
て
苦
し
み
の
世
界
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ど
う
し
て
ぼ
ん
や
り
過
ご
し
て
驚
か
な
い
の
か
。
健
康
で
い
ら
れ
る

と
き
に
自
ら
努
め
励
み
、
浬
渠
常
住
の
安
ら
ぎ
を
求
め
よ
。
そ
う
い
う
呼
び
か
け
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
六
道
輪
廻
の
宇
宙
観
は
、
無
常

な
る
死
を
超
え
て
、
苦
し
み
の
消
滅
し
た
浬
渠
を
求
め
さ
せ
る
た
め
に
説
か
れ
た
。

ま
ず
、
須
弥
山
を
中
心
と
す
る
流
転
輪
廻
の
世
界
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
『
長
阿
含
経
』
世
記
経
に
は
、
こ
の
世
界
に
つ
い



て
こ
う
説
か
れ
て
い
る
。

れ
て
い
る
。

次
に
、
世
界
は
と
て
つ
も
な
い
時
間
の
流
れ
の
中
で
、
す
べ
て
の
も
の
が
な
し
た
業
に
よ
っ
て
、
崩
壊
と
生
成
と
を
く
り
か
え
す
。

『
長
阿
含
経
』
世
記
経
三
災
品
に
、
こ
う
説
か
れ
て
い
る
。

今
此
大
地
深
十
六
万
八
千
由
旬
。
其
辺
無
際
。
地
止
於
水
。
水
深
三
千
三
十
由
旬
。
其
辺
無
際
。
水
止
於
風
。
風
深
六
千
四
十

由
旬
。
其
辺
無
際
。
比
丘
其
大
海
水
深
八
万
四
千
由
旬
。
其
辺
無
際
。
須
禰
山
王
入
海
水
中
。
八
万
四
千
由
旬
。
出
海
水
上
高
八

万
四
千
由
旬
。
（
大
正
蔵
一
巻
二
五
Ｃ
）

仏
教
の
宇
宙
観
ｌ
須
弥
山
世
界
と
仏
の
慈
悲

六

九

須
弥
山
を
中
心
と
す
る
こ
の
世
界
の
大
地
の
深
さ
は
十
六
万
由
旬
で
あ
り
、
そ
の
周
り
は
際
限
が
な
い
。
大
地
は
水
の
上
に
あ
り
、

水
は
風
の
上
に
あ
る
。
須
弥
山
は
海
の
中
に
八
万
四
千
由
旬
も
ぐ
っ
て
い
て
、
海
の
上
に
八
万
四
千
由
旬
、
約
五
十
六
万
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
も
の
高
さ
で
そ
び
え
て
た
つ
。
須
弥
山
の
北
に
は
、
欝
単
日
が
あ
り
、
そ
の
大
地
は
正
方
形
を
し
て
い
る
。
須
弥
山
の
東
に
は
、
弗

干
逮
が
あ
り
、
そ
の
大
地
は
正
円
形
で
あ
る
。
須
弥
山
の
西
に
は
、
倶
耶
尼
が
あ
り
、
そ
の
土
地
は
半
月
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
。

須
弥
山
の
南
に
は
、
閤
浮
提
が
あ
り
、
そ
の
土
地
は
南
に
向
っ
て
狭
ま
り
北
に
向
か
っ
て
は
広
が
っ
て
い
る
。
須
弥
山
の
北
の
斜
面
は
、

（
ｕ
）

金
で
で
き
、
東
の
斜
面
は
銀
で
で
き
、
西
の
斜
面
は
、
水
晶
で
で
き
、
南
の
斜
面
は
瑠
璃
で
で
き
て
い
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
ち
な
み

に
、
こ
の
須
弥
山
の
周
り
に
あ
る
四
洲
に
つ
い
て
は
、
紀
元
五
世
紀
頃
成
立
の
『
倶
舎
論
』
八
で
は
、
「
謂
四
大
洲
、
一
、
南
膳
部
洲
、

一
一
、
東
勝
身
洲
、
三
、
西
牛
貨
洲
、
四
、
北
倶
慮
洲
」
（
大
正
蔵
一
一
九
巻
四
一
ａ
、
大
正
蔵
一
一
九
巻
四
五
六
ｂ
）
と
、
漢
訳
で
表
記
さ



す
な
わ
ち
、
無
量
無
限
の
長
い
時
の
推
移
の
中
で
、
四
つ
の
こ
と
が
あ
る
。
一
つ
は
、
世
界
に
災
害
が
起
こ
っ
て
次
第
に
破
壊
し
て

い
く
と
い
う
段
階
、
一
一
つ
は
、
世
界
が
破
壊
し
て
空
無
と
な
っ
て
い
る
段
階
、
三
つ
は
、
天
地
が
再
び
生
ま
れ
形
成
さ
れ
る
段
階
、
四

つ
は
、
天
地
が
生
成
し
て
か
ら
長
く
安
住
す
る
段
階
で
あ
る
。
世
界
は
、
こ
う
し
た
崩
壊
、
空
無
、
形
成
、
安
住
と
い
う
四
段
階
を
た

ど
り
果
て
し
な
く
循
環
す
る
。
そ
れ
で
は
、
世
界
の
崩
壊
と
形
成
が
く
り
か
え
さ
れ
る
な
か
で
、
ど
う
生
き
て
い
け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う

か
。
そ
の
答
え
を
、
釈
尊
は
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

当
知
。
一
切
行
無
常
。
変
易
朽
壊
。
不
可
侍
枯
。
有
諸
法
甚
可
厭
患
。
当
求
度
世
解
脱
之
道
。
（
『
長
阿
含
経
』
世
記
経
、
大
正

蔵
一
巻
一
三
七
Ｃ
他
）

有
四
事
長
久
無
量
無
限
。
不
可
以
日
月
歳
敷
而
樗
計
也
。
云
何
為
四
。
一
者
世
間
災
漸
起
壊
此
世
時
。
中
間
長
久
無
量
無
限
。

可
以
日
月
歳
敷
而
構
計
也
。
一
一
者
此
世
間
壊
巳
。
中
間
空
噴
無
有
世
間
。
長
久
廻
遠
不
可
以
日
月
歳
敷
而
稽
計
也
。
三
者
天
地
初

起
向
欲
成
時
。
中
間
長
久
不
可
以
日
月
歳
敷
而
稲
計
也
。
四
者
天
地
成
巳
。
久
住
不
壊
不
可
以
日
月
歳
敷
而
禰
計
也
。
是
為
四
事

長
久
無
量
無
限
。
不
可
以
日
月
歳
敷
而
計
量
也
。
（
大
正
蔵
一
巻
一
三
七
ｂ
）

仏
教
の
宇
宙
観
ｌ
須
弥
山
世
界
と
仏
の
慈
悲

一
七
○

す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
形
成
さ
れ
た
も
の
は
無
常
で
、
変
化
し
、
壊
れ
、
頼
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
世
俗
の

こ
と
に
わ
ず
ら
わ
さ
れ
ず
に
解
脱
す
る
道
を
求
め
よ
と
諭
し
て
い
る
。
こ
こ
に
須
弥
山
の
世
界
を
説
い
た
教
理
的
意
義
が
あ
る
。

こ
の
世
界
は
、
神
の
よ
う
な
主
宰
者
に
創
造
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
一
つ
ひ
と
つ
の
存
在
の
な
し
た
業
、
行
為
の
積
み
重
ね
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
世
界
で
あ
る
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
、
『
倶
舎
論
』
分
別
業
品
第
四
に
、



Ｃ
）

と
あ
る
よ
う
に
、
三
界
の
世
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
は
、
そ
れ
ぞ
れ
過
去
に
な
し
た
業
に
由
来
す
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
世
界
の
す
べ

て
は
作
り
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
無
常
に
し
て
移
る
い
や
す
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
有
為
の
迷
い
に
執
着
せ
ず
に
さ
と
り
を
め
ざ
す

べ
き
こ
と
を
教
え
た
の
で
あ
る
。

如
来
、
ど

巻
三
四
一
Ｃ
）

法
蔵
菩
薩
、
い
ま
す
で
に
成
仏
し
て
、
現
に
西
方
に
ま
し
ま
す
。
こ
こ
を
去
る
こ
と
十
万
億
刺
な
り
。
そ
の
仏
の
世
界
を
ば
名

づ
け
て
安
楽
と
い
ふ
。
（
『
無
量
寿
経
』
上
、
大
正
蔵
一
二
巻
二
七
○
ａ
）

彼
の
仏
国
土
は
、
清
浄
安
穏
に
し
て
微
妙
快
楽
な
り
。
無
為
泥
垣
之
道
に
次
し
。
（
『
無
量
寿
経
』
上
、
大
正
蔵
一
二
巻
二
七
一

次
に
、
縁
起
の
さ
と
り
の
世
界
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
相
互
に
依
存
し
支
え
あ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
『
華
厳
経
』
の
因
陀
羅
網
に

み
る
法
界
縁
起
や
蓮
華
蔵
世
界
、
さ
と
り
を
開
け
ば
裟
婆
世
界
が
浄
土
と
な
る
と
す
る
『
法
華
経
』
の
霊
山
浄
土
、
『
大
乗
密
厳
経
』

の
大
日
如
来
の
密
厳
浄
土
、
両
部
塁
茶
羅
の
宇
宙
、
ま
た
、
流
転
輪
廻
の
裟
婆
世
界
を
超
え
て
一
切
衆
生
を
迎
え
る
浄
土
が
あ
る
と
説

く
『
無
量
寿
経
』
『
観
無
量
寿
経
』
『
阿
弥
陀
経
』
の
阿
弥
陀
仏
の
西
方
極
楽
浄
土
、
『
阿
悶
仏
国
経
』
の
阿
悶
仏
の
東
方
妙
喜
世
界
な

ど
、
種
々
に
説
か
れ
て
き
た
。
世
界
は
、
こ
の
有
為
転
変
の
世
界
だ
け
で
は
な
い
。
浬
桑
常
住
の
世
界
が
あ
る
。
西
方
極
楽
世
界
の
仏

国
土
は
、
そ
の
浬
渠
の
世
界
で
あ
る
。
浄
土
経
典
に
は
、

世
別
由
業
生
。
（
大
正
蔵
二
九
巻
六
七
ｂ
）

仏
教
の
宇
宙
観
ｌ
須
弥
山
世
界
と
仏
の
慈
悲

い
ま
章
提
希
お
よ
び
未
来
世
の
一
切
衆
生
を
教
へ
て
西
方
極
楽
世
界
を
観
ぜ
し
む
。
（
『
観
無
量
寿
経
』
、
大
正
蔵
一
二

一

七
一



と
示
し
て
い
る
。
善
導
は
『
観
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
た
「
西
方
極
楽
世
界
」
の
真
意
を
明
ら
か
に
し
て
、

と
説
か
れ
て
い
る
。
須
弥
山
世
界
と
安
楽
浄
土
と
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
こ
う
説
か
れ
て
い
る
。

世
尊
我
一
心
帰
命
尽
十
方
無
凝
光
如
来
願
生
安
楽
国
我
依
修
多
羅
真
実
功
徳
相
説
願
偶
総
持
輿
仏
教
相
応

観
彼
世
界
相
勝
過
三
界
道
究
寛
如
虚
空
広
大
無
辺
際
（
龍
樹
『
浄
土
論
』
、
大
正
蔵
一
一
六
巻
一
一
一
一
一
○
Ｃ
）

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

そ
の
国
土
に
は
、
須
弥
山
お
よ
び
金
剛
鉄
囲
、
一
切
の
諸
山
な
，
ｌ
）
。
ま
た
大
海
・
小
海
・
諮
渠
・
井
谷
な
し
。
仏
神
力
の
ゆ
ゑ

に
、
見
ん
と
欲
へ
ぱ
す
な
は
ち
現
ず
。
ま
た
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
、
諸
難
の
趣
な
し
。
ま
た
四
時
の
春
・
秋
・
冬
・
夏
な
し
。
寒

か
ら
ず
、
熱
か
ら
ず
。
つ
ね
に
和
ら
か
に
し
て
調
適
な
り
。
（
『
無
量
寿
経
』
上
、
大
正
蔵
一
一
一
巻
一
一
七
○
ａ
）

西
方
は
寂
静
無
為
の
楽
な
り
。
畢
寛
道
遥
し
て
有
無
を
離
れ
た
り
。
大
悲
、
心
に
薫
じ
て
法
界
に
遊
ぶ
。
身
を
分
ち
て
物
を
利

仏
教
の
宇
宙
観
ｌ
須
弥
山
世
界
と
仏
の
慈
悲
一
七
二

是
よ
り
西
方
十
万
億
の
仏
土
を
過
ぎ
て
世
界
有
り
、
名
け
て
極
楽
と
日
う
。
（
『
阿
弥
陀
経
』
、
大
正
蔵
一
一
一
巻
三
四
六
Ｃ
）

こ
の
経
文
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
阿
弥
陀
如
来
の
安
楽
浄
土
に
は
、
須
弥
山
や
金
剛
鉄
囲
山
な
ど
の
九
山
八
海
は
な
く
、
地
獄
、
餓

鬼
、
畜
生
が
な
い
。
こ
こ
に
安
楽
浄
土
が
、
須
弥
山
を
中
心
と
す
る
裟
婆
世
界
を
超
え
た
世
界
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
龍

樹
は
、
『
無
量
寿
経
』
の
真
意
を
読
み
込
ん
で
、



と
記
し
、
ま
た
、
善
導
が
『
阿
弥
陀
経
』
に
説
か
れ
た
「
極
楽
」
を
仏
教
の
本
義
か
ら
理
解
し
て
、

す
る
こ
と
等
し
く
し
て
殊
な
る
こ
と
な
し
。
（
善
導
『
観
経
疏
』
序
分
義
、
大
正
蔵
一
一
一
七
巻
二
六
三
ａ
）

極
楽
荘
厳
出
三
界
。
人
天
雑
類
等
無
為
。
（
善
導
『
法
事
讃
』
下
、
大
正
蔵
四
七
巻
四
一
一
一
一
一
ｂ
）

極
楽
無
為
浬
渠
界
。
（
善
導
『
法
事
讃
』
下
、
大
正
蔵
四
七
巻
四
三
一
一
一
ｂ
）

無
量
寿
仏
の
威
神
光
明
は
、
最
尊
第
一
な
り
。
諸
仏
の
光
明
、
及
ぶ
こ
と
あ
た
は
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
あ
る
い
は
仏
光
あ
り
て
、

百
仏
世
界
あ
る
い
は
千
仏
世
界
を
照
ら
す
。
…
中
略
…
そ
れ
衆
生
あ
り
て
、
こ
の
光
に
遇
ふ
も
の
は
、
一
一
一
垢
消
滅
し
、
身
意
柔
軟

な
り
。
歓
喜
踊
躍
し
て
善
心
生
ず
。
も
し
三
塗
の
勤
苦
の
処
に
あ
り
て
、
こ
の
光
明
を
見
た
て
ま
つ
れ
ば
、
み
な
休
息
を
得
て
ま

た
苦
悩
な
し
。
寿
終
り
て
の
の
ち
に
、
み
な
解
脱
を
蒙
る
。
（
『
無
量
寿
経
』
上
、
大
正
蔵
二
七
○
ａ
）

わ
れ
無
量
劫
に
お
い
て
、
大
施
主
と
な
り
て
、
あ
ま
ね
く
も
ろ
も
ろ
の
貧
苦
を
済
は
ず
は
、
誓
ひ
て
正
覚
を
成
ら
じ
。
わ
れ
仏

仏
教
の
宇
宙
観
ｌ
須
弥
山
世
界
と
仏
の
慈
悲
一
七
三

と
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
が
示
す
よ
う
に
、
安
楽
浄
土
は
、
迷
い
の
因
縁
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
有
為
転
変
の
世
界
で
は
な
い
。

極
楽
世
界
は
三
界
を
超
え
た
浬
渠
の
世
界
で
あ
り
、
有
無
を
離
れ
た
無
為
の
真
実
で
あ
る
。

し
か
も
安
楽
浄
土
は
裟
婆
世
界
か
ら
か
け
離
れ
た
世
界
で
は
な
い
。
安
楽
浄
土
の
阿
弥
陀
仏
の
光
は
最
も
尊
く
、
あ
ま
ね
く
三
千
大

千
世
界
を
照
ら
し
、
一
切
衆
生
の
苦
し
み
を
除
き
、
安
息
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。



無
量
の
時
の
流
れ
に
お
い
て
、
法
蔵
菩
薩
は
常
に
大
い
な
る
施
主
と
な
っ
て
、
貧
し
き
人
々
の
苦
し
み
を
あ
ま
ね
く
救
う
と
誓
っ
た
。

そ
の
阿
弥
陀
仏
の
名
号
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
至
り
届
く
だ
ろ
う
。
は
か
り
し
れ
な
い
力
で
大
い
な
る
光
を
放
ち
、
果
て
し
な
い
世
界
を

照
ら
し
て
、
貧
欲
、
腹
患
、
愚
痴
の
暗
闇
を
除
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
厄
難
に
苦
し
む
も
の
を
救
い
た
い
。
そ
の
よ
う
に
力
強
く
願
っ
て
い

る
。
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
満
ち
た
世
界
は
、
つ
ね
に
苦
し
み
迷
い
つ
づ
け
て
い
る
現
実
世
界
を
照
ら
し
護
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
浄
土
は
横
土
の
相
対
的
有
無
の
世
界
を
超
え
、
横
士
を
包
ん
で
い
る
。
そ
の
よ
う
に
縁
起
的
な
宇
宙
観
と
流
転
輪
廻

の
宇
宙
観
は
、
相
互
に
映
し
あ
っ
て
い
る
。
仏
の
大
悲
に
、
流
転
輪
廻
の
世
界
に
生
き
る
も
の
た
ち
の
す
べ
て
の
悲
し
み
の
情
が
包
ま

（
皿
）

れ
て
い
る
。
こ
の
世
界
に
住
む
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
の
深
い
悲
し
み
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
ら
一
つ
ひ
と
つ
の
悲
し
み
を
憐
れ
み
、
そ

の
苦
し
み
を
決
し
て
見
捨
て
な
い
仏
の
悲
願
が
浸
潤
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

道
を
成
る
に
至
り
て
、
名
声
十
方
に
超
え
ん
。
…
中
略
…
神
力
、
大
光
を
演
べ
て
、
あ
ま
ね
く
無
際
の
土
を
照
ら
し
、
一
一
一
垢
の
冥

を
消
除
し
て
、
広
く
も
ろ
も
ろ
の
厄
難
を
済
は
ん
。
（
『
無
量
寿
経
』
重
誓
偶
、
大
正
蔵
一
二
巻
二
六
九
Ｃ
）

仏
教
の
宇
宙
観
ｌ
須
弥
山
世
界
と
仏
の
慈
悲

四
須
弥
山
説
と
『
須
弥
山
儀
』
の
意
義
ｌ
天
動
説
か
ら
地
動
説
へ
転
換
し
た
時
代

一
七
四

世
界
に
眼
を
転
じ
る
と
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
で
は
、
十
七
世
紀
初
め
ま
で
は
天
動
説
が
主
流
で
あ
っ
た
。
十
六
世
紀
中
頃
、
コ
ペ
ル
ニ
ク

ス
が
最
晩
年
に
『
天
体
の
回
転
に
つ
い
て
』
（
一
五
四
一
一
一
年
）
と
い
う
書
を
出
版
し
て
、
地
動
説
を
発
表
し
た
。
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
没

後
に
、
ケ
プ
ラ
ー
が
地
動
説
を
支
持
し
研
究
を
つ
づ
け
、
ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ
は
、
そ
の
地
動
説
が
決
定
的
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し

た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ロ
ー
マ
教
皇
庁
は
、
聖
書
に
説
か
れ
た
天
動
説
を
揺
ら
ぎ
な
い
も
の
し
て
地
動
説
を
斥
け
、
一
六
一
六
年
と
、

一
六
三
三
年
の
一
一
度
に
わ
た
っ
て
、
ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ
を
異
端
審
問
に
か
け
て
、
地
動
説
を
唱
え
な
い
よ
う
に
裁
い
た
。
し
か
し



と
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
円
通
は
、
『
焚
暦
策
進
』
で
は
、
初
め
に
西
洋
の
天
文
学
と
暦
術
が
耶
蘇
教
徒
の
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
と

述
べ
、
現
量
事
実
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
た
須
弥
山
説
の
四
難
を
あ
げ
、
次
に
、
須
弥
山
説
は
釈
尊
の
直
説
で
あ
り
幾
多
の
経
論
が
こ
の

須
弥
山
説
に
よ
っ
て
い
る
か
ら
、
須
弥
山
説
の
否
定
は
仏
教
の
滅
亡
を
招
く
こ
と
に
な
る
と
記
し
て
い
る
。
次
に
、
中
国
の
暦
術
が
、

仏
教
に
基
づ
い
て
発
達
し
、
唐
代
の
一
行
禅
師
の
大
術
暦
に
よ
っ
て
完
成
し
て
い
る
の
で
、
日
纏
・
月
離
、
蝕
星
な
ど
の
法
を
も
っ
て

（
皿
）

歴
法
を
探
求
す
る
と
、
朔
閏
交
食
を
算
出
し
て
誤
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
論
じ
た
。
一
目
木
正
範
の
研
究
を
参
照
す
る
と
、
円
通
は
『
覚
暦

策
進
』
の
中
で
、
自
ら
の
信
念
を
こ
う
論
じ
て
い
る
。
「
中
国
の
不
染
居
士
が
『
仏
法
に
お
い
て
大
き
な
問
題
と
な
る
こ
と
が
将
来
起

諸
邦
の
天
地
を
顕
場
し
て
諸
の
邪
説
を
破
り
、
以
て
正
法
を
護
ら
ん
と
欲
す
る
一
な
り
。
（
『
仏
国
暦
象
編
』
）

仏
教
の
宇
宙
観
ｌ
須
弥
山
世
界
と
仏
の
慈
悲

一
七
五

次
第
に
、
天
文
学
者
た
ち
の
間
で
は
、
天
体
観
測
に
よ
る
エ
ピ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
て
、
地
動
説
が
正
し
い
真
理
と
し
て
受
容
さ
れ
た
。

一
方
、
日
本
で
は
、
十
八
世
紀
の
江
戸
時
代
、
将
軍
徳
川
吉
宗
が
一
七
二
○
（
享
保
五
）
年
に
、
漢
訳
の
洋
書
輸
入
の
禁
を
緩
和
す

る
よ
う
に
命
じ
、
そ
の
結
果
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
地
動
説
が
日
本
に
も
伝
え
ら
れ
た
。
な
か
で
も
、
司
馬
江
漢
が
銅
版
画
で
『
天
球

（
過
）

図
』
（
一
七
九
六
年
）
と
い
う
星
図
を
描
き
、
西
洋
天
文
学
を
紹
介
し
た
こ
と
は
、
地
動
説
を
強
く
印
象
づ
け
る
も
の
と
な
っ
た
。
蘭

学
が
盛
ん
に
な
り
、
阿
蘭
陀
通
詞
と
し
て
西
洋
天
文
学
に
精
通
し
た
本
木
良
永
や
、
そ
の
門
弟
の
志
筑
忠
雄
の
著
し
た
『
暦
象
新
書
』

（
一
八
○
三
に
よ
っ
て
、
本
格
的
に
地
動
説
が
伝
え
ら
れ
た
。
西
洋
の
地
動
説
が
日
本
に
入
り
始
め
た
十
八
世
紀
中
頃
以
降
、
そ
れ

に
危
機
感
も
っ
た
天
台
宗
の
僧
円
通
（
一
七
五
四
～
一
八
三
四
）
は
、
イ
ン
ド
起
源
の
須
弥
山
説
を
正
し
い
も
の
と
し
て
、
『
仏
国
暦

象
編
』
（
一
八
一
五
）
や
『
覚
暦
策
進
』
（
一
八
二
一
）
を
著
し
、
『
立
世
阿
昆
曇
論
日
月
行
品
』
に
基
づ
い
て
、
日
月
の
運
行
の
数
値

を
規
定
し
て
い
る
。
円
通
は
、
『
仏
国
暦
象
編
』
に
、
和
蘭
天
文
学
と
仏
教
天
文
学
と
が
異
な
る
こ
と
を
示
し
、



仏
教
の
宇
宙
観
ｌ
須
弥
山
世
界
と
仏
の
慈
悲

七
六

こ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
起
こ
る
と
す
れ
ば
そ
の
手
初
め
は
天
文
地
理
に
つ
い
て
の
考
え
方
か
ら
で
あ
る
』
と
い
っ
た
の
は
す
で
に
七

十
余
年
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
中
国
ば
か
り
で
は
な
く
、
日
本
に
も
こ
こ
三
十
年
ば
か
り
の
間
に
起
き
て
き
た
。
…
中
略
…
僧

侶
は
と
い
え
ば
、
寺
檀
制
度
の
上
に
あ
ぐ
ら
を
か
き
、
悠
々
と
日
を
送
っ
て
い
る
有
様
だ
。
内
に
は
修
行
の
心
を
忘
れ
、
外
に
は
仏
法

の
敵
が
迫
っ
て
き
て
い
る
。
黙
っ
て
み
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
。
こ
こ
に
円
通
が
、
日
本
の
西
洋
化
に
対
し
て
危
機
感
を
も
ち
、

時
代
に
呼
応
し
な
い
僧
侶
の
鈍
感
さ
を
悲
嘆
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
僧
の
円
通
は
、
一
八
一
三
年
に
、
『
須
弥
山
儀
銘
』
と
『
縮
象
儀
説
』
を
著
し
、
須
弥
山
説
が
正
し
い
こ
と
を
絵
と
解
説

で
視
覚
的
に
表
現
し
た
。
円
通
は
、
仏
教
天
文
説
を
立
体
的
に
表
現
し
た
時
計
仕
掛
け
の
須
弥
山
儀
を
初
め
て
考
案
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
と
あ
わ
せ
て
、
イ
ン
ド
を
中
心
と
す
る
平
面
大
地
の
一
象
限
と
日
月
と
の
関
係
を
示
し
た
の
が
、
『
縮
象
儀
説
』
で
あ
る
。
『
縮
象

儀
説
』
は
、
一
八
一
四
（
文
化
十
二
年
、
円
通
の
銘
が
記
さ
れ
、
私
た
ち
の
住
む
南
贈
部
洲
が
描
か
れ
て
い
る
。
木
版
画
で
、
文
中

に
「
一
須
弥
界
を
天
縮
し
て
一
洲
の
天
と
為
る
の
象
を
審
ら
か
に
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
円
通
の
仏
教
天
文
説
は
時
代
の
大
き
な
う

ね
り
と
な
っ
た
。
円
通
の
弟
子
に
は
、
環
中
禅
機
、
信
暁
、
霊
遊
、
倉
谷
哲
僧
ら
が
い
た
。
僧
侶
の
み
な
ら
ず
、
暦
の
制
定
に
関
与
し

て
き
た
天
皇
や
徳
川
幕
府
も
関
心
を
も
っ
た
。
こ
の
時
代
、
円
通
の
仏
教
天
文
観
は
、
実
際
の
天
体
観
測
に
よ
り
数
理
に
あ
わ
な
い
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
た
め
、
弟
子
の
環
中
は
若
干
の
見
直
し
を
求
め
た
。
弟
子
の
信
暁
は
円
通
の
説
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
。
そ
の
た
め
、
円

通
の
弟
子
の
間
で
、
四
洲
同
四
時
説
を
唱
え
る
環
中
派
と
四
洲
異
四
時
説
の
信
暁
派
に
分
裂
し
た
。
や
が
て
円
通
の
仏
教
天
文
説
は
、

数
理
に
優
れ
た
環
中
お
よ
び
孫
弟
子
晃
厳
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
環
中
は
、
臨
済
宗
の
僧
侶
で
、
嵯
峨
野
の
天
龍
寺
の
住
職

で
あ
っ
た
。
環
中
は
、
尊
王
撰
夷
の
立
場
を
と
っ
た
。
こ
う
し
て
『
須
弥
山
儀
』
と
『
縮
象
儀
』
が
、
環
中
と
晃
厳
の
依
頼
に
よ
り
、

東
芝
の
創
設
者
で
あ
る
田
中
久
重
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
、
つ
い
に
一
八
五
○
（
嘉
永
三
）
年
に
完
成
し
た
。

現
在
、
『
須
弥
山
儀
』
の
所
蔵
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
、
国
立
科
学
博
物
館
（
田
中
久
重
製
作
）
、
東
京
墨
田
区
セ
イ
コ
ー
時
計
資



料
館
（
熊
本
市
大
橋
時
計
所
有
）
、
静
岡
市
小
島
龍
通
寺
、
金
沢
市
誓
入
寺
、
愛
媛
県
立
総
合
科
学
博
物
館
（
誓
入
寺
由
来
）
、
近
江
神

宮
、
和
歌
山
市
古
屋
の
正
立
寺
、
龍
谷
大
学
な
ど
九
基
と
さ
れ
、
こ
の
う
ち
、
動
く
も
の
は
正
立
寺
蔵
と
龍
谷
大
学
蔵
の
『
須
弥
山

こ
こ
で
、
二
つ
の
須
弥
山
義
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
論
及
し
た
い
。
特
に
、
『
須
弥
山
儀
』
の
真
価
を
知

る
た
め
、
動
く
『
須
弥
山
儀
』
を
所
蔵
す
る
和
歌
山
市
の
正
立
寺
を
二
○
一
○
年
十
二
月
に
訪
問
し
た
。
そ
の
際
、
第
十
二
代
住
職
の

中
谷
員
澄
師
よ
り
、
修
復
さ
れ
た
立
派
な
『
須
弥
山
儀
』
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
由
来
や
当
時
の
地
域
住
民
に
と
っ
て
の
須
弥
山

儀
の
意
義
に
つ
い
て
教
示
を
受
け
た
。
こ
こ
に
感
謝
を
込
め
て
、
正
立
寺
へ
の
訪
問
調
査
に
よ
り
、
新
た
に
得
た
須
弥
山
儀
の
意
義
に

つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

円
通
、
環
中
、
晃
厳
の
指
導
、
田
中
久
重
製
作

一
八
四
七
（
弘
化
四
）
年
着
工
、
一
八
五
○
（
嘉
永
三
）
年
完
成
、

胴
体
直
径
六
四
・
五
四
高
さ
六
四
・
五
四
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵

『
須
弥
山
儀
』
は
、
須
弥
山
の
周
り
を
月
や
太
陽
、
星
が
運
行
す
る
立
体
的
な
装
置
で
あ
り
、
二
十
四
の
四
季
と
十
二
支
の
時
を
刻

（
一
）
『
須
弥
山
儀
』

円
通
、
環
中
、
晃
厳
の
指
導
、
田
中
久
重
製
作
、

一
八
四
七
（
弘
化
四
）
年
着
工
一
八
五
○
（
嘉
永
三
）
年
完
成
、

胴
体
直
径
六
六
・
五
皿
高
さ
五
五
・
○
ｍ
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵

『
縮
象
儀
』

仏
教
の
宇
宙
観
ｌ
須
弥
山
世
界
と
仏
の
慈
悲

一
七
七

儀
』
と
思
わ
れ
る
。



三
）
『
須
弥
山
儀
』

中
谷
桑
南
、
佐
田
介
石
の
教
示
、
堺
の
鍛
冶
屋
製
作
、

一
八
七
○
（
明
治
三
）
年
頃
完
成
、
布
教
伝
道
立
体
教
材

仏
教
の
宇
宙
観
ｌ
須
弥
山
世
界
と
仏
の
慈
悲

一
七
八

む
時
計
で
あ
る
。
二
十
四
節
気
を
刻
む
時
計
は
、
須
弥
山
の
上
に
設
置
さ
れ
、
十
二
支
を
刻
む
時
計
は
、
『
須
弥
山
儀
』
の
側
面
に
は

め
こ
ま
れ
て
い
る
。
須
弥
山
儀
の
台
を
支
え
る
四
つ
の
猫
足
に
は
、
美
し
い
螺
細
細
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。
『
縮
象
儀
』
は
、
イ
ン
ド

を
中
心
と
す
る
平
面
大
地
の
一
象
限
と
日
月
と
の
関
係
を
示
し
て
い
る
。
亜
米
利
加
の
大
陸
な
ど
も
書
き
加
え
ら
れ
、
西
洋
の
世
界
地

図
も
取
り
入
れ
、
須
弥
山
説
と
合
体
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

『
須
弥
山
儀
』
を
観
察
す
る
と
、
須
弥
四
洲
の
南
膳
部
洲
を
瑠
璃
色
、
東
勝
身
洲
を
白
銀
色
、
西
牛
貨
洲
を
黄
金
色
、
北
倶
慮
洲
を

破
璃
の
赤
色
に
塗
っ
て
い
る
。
金
色
の
太
陽
と
白
色
の
月
が
あ
り
、
日
月
の
高
度
は
、
須
弥
山
の
中
腹
あ
た
り
、
日
月
の
軌
道
直
径
は

須
弥
四
洲
の
海
の
上
方
に
位
置
し
、
須
弥
山
を
中
心
に
周
回
す
る
。
『
須
弥
山
儀
』
の
台
の
裏
に
は
、
鐘
が
あ
り
定
刻
に
な
る
と
鳴
る
。

瑠
璃
色
の
大
地
、
南
膳
部
洲
の
大
地
の
上
に
は
、
直
径
約
五
セ
ン
チ
の
金
属
製
の
星
座
円
盤
が
立
っ
て
い
て
、
星
座
盤
に
は
、
北
極
星

（
め
の
ほ
し
、
北
辰
、
妙
見
）
を
中
心
と
し
た
北
極
五
星
と
北
斗
七
星
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
須
弥
山
儀
の
円
柱
形
の
台
座
に
は
、
下
か

ら
風
輪
、
水
輪
の
絵
が
描
か
れ
、
そ
の
上
に
金
輪
際
に
あ
た
る
金
属
の
輪
が
は
め
込
ま
れ
て
い
る
。
金
輪
際
の
上
に
鉄
囲
山
が
周
囲
に

そ
び
え
た
ち
、
海
水
は
流
れ
出
さ
な
い
・

龍
谷
大
学
所
蔵
の
須
弥
山
儀
は
、
晃
厳
の
次
男
で
あ
る
村
上
孝
雄
師
が
譲
り
受
け
ら
れ
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
大
学
林
に
書
籍
等

一
切
を
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
縁
起
は
『
六
候
学
報
』
第
七
六
号
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
村
上
速
水
和
上
ゆ
か
り
の
寺
院
で

あ
る
。



螺
釧
細
工
で
美
し
い
。

正
立
寺
蔵

胴
体
直
径
八
一
一
一
町
高
さ
八
十
四

仏
教
の
宇
宙
観
ｌ
須
弥
山
世
界
と
仏
の
慈
悲

一
七
九

中
谷
桑
南
（
一
八
二
○
～
一
八
八
四
）
は
、
和
歌
山
市
古
屋
（
海
草
郡
木
本
村
）
に
あ
る
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
正
立
寺
第
八
代
住
職

で
あ
る
。
幕
末
、
西
洋
思
想
と
と
も
に
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
地
動
説
が
伝
来
し
て
き
た
が
、
桑
南
は
、
「
天
動
説
か
ら
地
動
説
に
変
わ

り
得
な
い
。
地
動
説
は
邪
道
で
あ
る
」
と
考
え
て
、
仏
教
天
文
学
を
研
究
し
、
そ
し
て
仏
教
天
文
学
の
正
し
さ
を
立
証
し
よ
う
と
「
須

弥
山
儀
」
を
考
案
製
作
し
た
。
こ
れ
は
一
つ
の
動
力
で
四
～
五
系
統
の
運
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
も
の
で
、
当
時
と
し
て
は
、
正
確

か
つ
精
妙
な
機
械
で
あ
っ
た
。
『
須
弥
山
儀
』
を
観
察
す
る
と
、
南
膳
部
洲
を
瑠
璃
色
、
東
勝
身
洲
を
白
色
、
西
牛
貨
洲
を
黄
金
色
、

北
倶
慮
洲
を
破
璃
の
赤
色
に
塗
っ
て
い
る
。
桑
南
は
須
弥
山
儀
の
他
に
、
天
球
儀
、
漣
天
儀
、
地
球
儀
、
尺
時
計
、
望
遠
鏡
、
算
盤
、

方
位
磁
石
な
ど
を
製
作
し
、
こ
れ
ら
は
、
時
計
の
発
達
、
天
文
学
の
発
達
、
仏
教
変
遷
の
文
化
史
か
ら
み
て
も
貴
重
な
遺
産
と
さ
れ
て

（
巧
）

い
る
。
明
治
の
初
め
、
桑
南
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
大
学
林
に
入
学
し
、
そ
の
頃
、
本
願
寺
か
ら
西
洋
の
地
動
説
を
打
破
す
る
た
め

に
、
仏
教
専
門
の
研
究
者
を
募
集
し
て
い
た
の
で
、
直
ち
に
応
募
し
た
。
紀
伊
の
中
谷
桑
南
と
と
も
に
備
後
に
い
た
佐
田
介
石
二
名
が

応
募
し
た
と
い
う
。
藤
井
最
証
も
加
わ
っ
た
。
桑
南
と
介
石
、
最
証
の
三
名
の
指
導
者
は
、
当
時
の
仏
教
天
文
学
者
の
代
表
、
天
龍
寺

管
長
、
環
中
で
あ
る
。
中
谷
桑
南
は
、
紀
州
の
正
立
寺
に
仏
教
天
文
学
の
塾
と
学
寮
を
設
立
し
、
環
中
を
招
い
て
天
文
学
の
学
術
研
究

（
略
）

の
振
興
を
は
か
っ
た
。
和
歌
山
天
文
館
の
天
文
学
者
、
高
城
武
夫
の
研
究
に
よ
る
と
、
桑
南
と
介
石
は
と
も
に
、
一
八
七
○
年
頃
、
そ

れ
ぞ
れ
三
台
の
須
弥
山
儀
を
堺
の
鍛
冶
屋
に
製
作
さ
せ
た
。
紀
州
で
は
、
堺
の
鉄
砲
鍛
冶
屋
の
高
度
な
技
術
を
も
と
に
歯
車
が
製
作
さ

れ
、
『
須
弥
山
儀
』
も
複
数
作
ら
れ
て
い
る
。
桑
南
は
、
須
弥
山
儀
の
基
盤
を
一
段
作
り
、
介
石
は
基
盤
を
二
段
作
り
と
し
た
。
正
立

寺
蔵
の
須
弥
山
儀
の
台
盤
は
木
造
、
漆
塗
り
に
貝
を
あ
し
ら
っ
た
螺
釧
細
工
が
猫
足
か
ら
胴
体
ま
で
施
さ
れ
て
い
る
。
風
輪
、
水
輪
も



仏
教
の
宇
宙
観
ｌ
須
弥
山
世
界
と
仏
の
慈
悲

一
八
○

『
須
弥
山
儀
』
の
製
作
目
的
は
、
仏
教
天
文
学
を
立
証
す
る
た
め
で
あ
り
、
仏
教
天
文
学
の
普
及
と
伝
道
の
た
め
に
作
ら
れ
た
。
機

構
は
、
四
季
、
月
日
、
時
刻
を
時
計
仕
掛
け
で
表
示
で
き
、
上
段
の
基
盤
裏
に
は
鐘
が
つ
い
て
い
て
、
時
を
鳴
ら
し
て
知
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
重
錘
式
動
力
で
、
そ
の
錘
は
約
四
・
一
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
る
。
重
錘
を
上
段
基
盤
の
下
の
滑
車
に
つ
る
す
と
、
捺
染
の
絹
糸

が
動
力
を
歯
車
に
伝
え
、
約
一
一
百
五
十
個
も
の
歯
車
が
作
動
し
て
、
『
須
弥
山
儀
』
の
太
陽
と
月
、
一
一
十
四
の
季
節
時
計
、
十
二
支
時

（
Ⅳ
）

計
が
動
き
出
す
。
、
心
臓
部
に
あ
た
る
歯
車
の
使
い
方
に
、
堺
の
鉄
砲
鍛
冶
の
技
術
が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
太
陽
と
月
は
須
弥
山

の
中
腹
の
高
さ
に
あ
り
大
き
な
弧
を
描
い
て
、
須
弥
四
洲
の
上
を
回
る
。
特
に
技
術
の
高
さ
を
示
す
の
は
、
太
陽
と
月
が
楕
円
軌
道
を

描
い
て
動
き
、
太
陽
と
月
の
軌
道
が
五
度
傾
き
を
変
え
て
、
須
弥
山
世
界
の
中
腹
を
周
回
す
る
こ
と
で
あ
る
。
月
の
満
ち
欠
け
な
ど
を

考
慮
し
て
い
る
。
和
歌
山
市
立
こ
ど
も
科
学
館
の
研
究
成
果
に
よ
る
と
、
太
陽
と
月
と
円
形
の
星
座
盤
は
、
一
日
一
回
転
、
二
十
四
節

（
肥
）

気
の
針
は
、
一
年
で
一
回
転
す
る
。
北
斗
七
星
の
斗
柄
（
と
へ
い
、
柄
）
の
方
向
で
季
節
と
時
間
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

桑
南
が
製
作
し
た
三
台
の
『
須
弥
山
儀
』
は
、
①
加
賀
藩
前
田
候
の
依
頼
に
よ
る
製
作
。
大
型
『
須
弥
山
儀
』
。
明
治
年
間
に
廃
仏

穀
釈
に
会
い
、
ア
メ
リ
カ
人
の
手
に
渡
り
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
②
東
本
願
寺
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
製
作
。
大
型

『
須
弥
山
儀
』
。
明
治
二
十
年
頃
、
火
災
に
あ
っ
て
消
失
。
③
正
立
寺
、
桑
南
の
布
教
の
た
め
の
製
作
。
桑
南
製
作
の
三
つ
の
『
須
弥

山
儀
』
の
う
ち
最
も
小
さ
い
。
持
ち
運
び
に
優
れ
、
全
国
の
布
教
に
際
し
て
、
こ
の
『
須
弥
山
儀
』
を
持
参
し
、
仏
教
世
界
観
を
説
い

た
。
こ
の
『
須
弥
山
儀
』
が
正
立
寺
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
新
た
に
得
た
知
見
は
、
紀
州
の
漁
師
や
農
民
に
と
っ
て
、
桑
南
の
明
ら
か
に
し
た
仏
教
天
文
学
や
暦
が
、

生
活
に
役
立
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
桑
南
の
教
学
は
、
日
常
生
活
と
か
け
離
れ
た
教
学
で
は
な
か
っ
た
。
古
屋
あ
た
り
の
紀
州
の
漁

師
は
、
当
時
、
江
戸
方
面
に
漁
に
で
か
け
、
行
商
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
時
計
も
な
く
、
海
上
で
方
角
も
わ
か
ら
な
い
時
代
に
、
桑

南
は
、
須
弥
山
説
の
研
究
と
天
体
観
測
に
よ
っ
て
、
漁
師
に
、
月
の
満
ち
欠
け
や
星
座
の
位
置
を
見
た
だ
け
で
時
刻
や
季
節
を
知
る
方



こ
の
『
須
弥
山
儀
』
に
関
連
し
て
、
さ
ら
に
独
創
的
な
仏
教
天
文
説
を
唱
え
た
人
物
が
い
た
。
そ
れ
が
熊
本
の
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

浄
立
寺
に
生
ま
れ
育
っ
た
僧
、
佐
田
介
石
（
一
八
一
八
～
一
八
八
三
で
あ
る
。
介
石
は
「
視
実
両
象
の
理
」
に
基
づ
い
て
「
視
実
等

象
説
」
を
唱
え
た
。
介
石
は
、
こ
の
「
視
実
等
象
説
」
も
ま
た
田
中
久
重
に
依
頼
し
て
、
天
動
地
静
説
に
よ
る
『
視
実
等
象
儀
』
と
い

（
四
）

う
器
機
を
製
造
し
た
。
介
石
は
亡
く
な
る
ま
で
、
徹
底
し
て
「
天
動
説
」
「
須
弥
山
説
」
「
世
界
平
面
説
」
を
訴
え
つ
づ
け
た
。
介
石
は
、

と
記
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
日
本
で
も
、
十
九
世
紀
初
め
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
、
僧
侶
ら
が
地
動
説
に
反
論
し
、
天
動
説
で
あ
る

須
弥
山
説
の
科
学
的
論
証
の
た
め
に
奮
闘
し
た
。
し
か
し
、
明
治
維
新
後
、
太
陽
暦
を
採
用
し
た
学
校
教
育
と
、
須
弥
山
説
天
動
説
を

布
教
す
る
僧
侶
と
の
間
で
摩
擦
が
つ
づ
い
た
た
め
、
つ
い
に
明
治
政
府
の
教
部
省
は
、
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
六
月
一
三
日
に
、
須

弥
山
説
説
教
の
禁
止
を
通
達
し
た
。

た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
『
須
辛

印
度
に
は
仏
を
仇
と
す
る
も
の
九
十
五
種
あ
れ
ど
も
、
須
弥
有
無
の
争
い
を
い
た
す
も
の
な
し
（
『
須
弥
山
一
目
鏡
』
、
慶
応
三

年
）

仏
教
の
宇
宙
観
ｌ
須
弥
山
世
界
と
仏
の
慈
悲

一

八
一

法
を
教
え
て
い
た
。
太
陰
暦
は
、
漁
師
や
農
民
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
人
々
に
、
月
や
星
座
の
位
置
を
通
し
て
、
時
刻
と
方
角
と
季
節

を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
日
常
生
活
に
必
須
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
桑
南
の
明
ら
か
に
し
た
仏
教
天
文
学
は
、
そ

こ
に
住
む
地
域
の
門
徒
に
と
っ
て
、
実
際
の
生
活
上
、
大
い
に
役
立
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
明
治
時
代
に
入
っ
て
も
、
そ
の
須
弥

山
説
が
多
く
の
日
本
人
に
支
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
月
の
満
ち
欠
け
や
星
座
の
位
置
、
太
陽
の
高
度
に
よ
っ
て
季
節
が
変
わ
っ
て

い
く
世
界
そ
の
も
の
が
、
仏
説
の
世
界
で
あ
り
、
移
り
変
わ
る
季
節
や
壮
大
な
宇
宙
に
、
人
々
は
仏
の
慈
悲
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き



そ
れ
で
も
、
介
石
は
天
動
説
を
唱
え
、
西
洋
の
地
球
地
動
説
を
排
斥
し
た
。
『
視
実
等
象
儀
』
を
明
治
十
年
に
内
国
勧
業
博
覧
会
に

出
展
し
、
西
洋
天
文
学
と
対
時
し
た
。
新
た
に
介
石
は
、
西
洋
文
化
や
舶
来
品
を
排
斥
す
る
経
済
論
を
打
ち
た
て
、
「
ラ
ン
プ
亡
国
論
」

「
鉄
道
亡
国
論
」
を
主
張
し
、
極
端
な
保
護
主
義
に
傾
倒
し
て
い
っ
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
鎖
国
下
の
限
ら
れ
た
情
報
の
中
で
、

党
暦
と
い
う
東
洋
の
慣
習
を
守
ろ
う
と
す
る
余
り
、
介
石
は
須
弥
山
説
の
科
学
的
実
証
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
、
仏
教
の
根
本
教
理
か
ら

逸
脱
し
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
晩
年
の
介
石
は
、
浄
土
真
宗
を
離
脱
し
、
東
京
の
浅
草
寺
に
縁
の
あ
る
天
台
宗
東
光
院
住
職
と
な

（
別
）

（
皿
）

っ
た
が
、
彼
の
没
後
、
本
願
寺
門
主
の
明
如
は
、
彼
の
報
国
護
法
の
功
績
を
称
萎
え
た
。
江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
覚
暦
天
文
学
に
関
わ

っ
た
僧
侶
は
、
伝
統
に
固
執
す
る
あ
ま
り
、
実
証
的
な
和
蘭
天
文
学
の
真
価
を
冷
静
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

仏
教
の
宇
宙
観
ｌ
須
弥
山
世
界
と
仏
の
慈
悲

五
『
須
弥
山
儀
』
の
真
価
’
四
つ
の
意
義

一

八
二

そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
こ
れ
だ
け
幕
末
か
ら
明
治
初
期
の
僧
侶
、
天
文
学
者
、
先
端
技
術
者
が
、
須
弥
山
説
や
『
須
弥
山
儀
』
製
作

に
力
を
尽
く
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
西
洋
天
文
学
の
地
動
説
と
対
時
し
て
、
伝
統
的
な
焚
暦
や
仏
教
の
地
静
天
動
説
を
護
ろ

う
と
し
た
と
い
う
こ
と
が
第
一
の
理
由
で
あ
る
。
幕
末
か
ら
太
陽
暦
や
地
動
説
が
流
行
し
、
儒
学
者
や
神
道
家
も
そ
の
地
動
説
に
乗
じ

て
仏
教
の
須
弥
山
説
を
排
撃
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
第
二
の
理
由
は
、
六
道
輪
廻
や
諸
仏
諸
天
神
の
世
界
観
が
古

く
か
ら
人
々
の
生
活
の
中
に
溶
け
込
み
、
広
い
世
界
の
な
か
で
自
己
を
ふ
り
か
え
り
、
自
己
が
仏
や
天
神
地
祇
に
護
ら
れ
て
い
る
と
い

う
実
感
を
も
た
ら
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
法
蔵
菩
薩
は
「
三
界
の
雄
」
（
『
無
量
寿
経
』
重
誓
偶
）
と
な
る
こ
と
を
誓
い
、
本
願
を
成

就
し
て
阿
弥
陀
仏
と
な
っ
た
。
一
切
衆
生
が
阿
弥
陀
仏
に
救
わ
れ
、
三
千
大
千
世
界
の
諸
仏
に
護
ら
れ
て
い
る
と
い
う
信
心
は
、
人
々

に
仏
へ
の
感
謝
と
、
社
会
へ
の
報
謝
行
を
生
み
出
し
て
い
た
。
ま
た
第
三
の
理
由
は
、
覚
暦
を
守
る
こ
と
が
、
仏
教
文
化
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
暦
は
古
来
、
日
本
国
を
つ
か
さ
ど
る
天
皇
や
政
府
の
専
権
事
項
で
あ
る
。
幕
末
か
ら
明
治



仏
教
の
宇
宙
観
ｌ
須
弥
山
世
界
と
仏
の
慈
悲

八

に
か
け
て
、
日
本
で
久
し
い
覚
暦
の
太
陰
暦
か
ら
、
西
洋
天
文
学
の
太
陽
暦
に
変
わ
る
こ
と
は
生
活
の
基
盤
を
欧
米
化
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
第
四
の
理
由
は
、
仏
教
天
文
学
は
太
陰
暦
と
結
び
つ
き
、
漁
師
、
農
民
な
ど
当
時
の
人
々
の
生
活
に
密
着
し
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
仏
教
天
文
学
は
、
日
本
の
人
々
の
暮
ら
し
を
身
近
に
支
え
、
時
計
や
暦
表
を
手
に
し
な
く
て
も
、
月
の
満
ち
欠
け
、
星
座
の
位
置
、

太
陽
の
高
度
な
ど
で
、
季
節
や
時
間
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
西
洋
の
太
陽
暦
が
暦
の
光
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
東
洋
の
太
陰
暦
は
暦
の

影
で
あ
る
。
江
戸
幕
府
は
、
一
八
四
一
一
（
天
保
十
三
）
に
太
陰
暦
に
太
陽
暦
を
う
ま
く
組
み
入
れ
、
太
陰
太
陽
暦
を
導
入
し
た
。
そ
の

暦
は
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
太
陽
暦
に
変
わ
る
ま
で
つ
づ
い
た
。
広
大
な
視
座
か
ら
見
れ
ば
、
い
ず
れ
の
暦
も
天
文
学
的
に
意
義

の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
近
代
以
降
の
腕
時
計
の
数
字
で
時
間
を
確
認
す
る
感
覚
と
は
異
な
り
、
太
陰
太
陽
暦
は
、
夜
空
の
月
や
星
座
を

（
犯
）

通
し
て
時
刻
や
季
節
を
知
り
、
二
十
四
節
気
も
、
季
節
感
を
味
わ
う
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
円
通

を
初
め
と
す
る
彼
ら
僧
侶
が
、
生
活
に
定
着
し
て
い
る
仏
教
の
伝
統
を
守
っ
て
、
近
代
西
欧
化
の
趨
勢
に
立
ち
向
か
い
、
江
戸
末
期
の

職
工
と
と
も
に
須
弥
山
儀
を
製
作
し
た
技
術
は
優
れ
て
高
く
、
そ
の
積
極
的
な
心
意
気
に
胸
を
打
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

は
た
し
て
二
十
一
世
紀
の
教
学
は
、
本
当
に
人
々
の
生
活
を
身
近
に
支
え
、
仏
の
慈
悲
を
生
活
の
中
で
実
感
で
き
る
も
の
に
な
っ
て

い
る
だ
ろ
う
か
。
今
か
ら
百
五
十
年
前
の
幕
末
、
親
驚
聖
人
六
○
○
回
御
遠
忌
を
迎
え
た
頃
、
僧
侶
た
ち
が
仏
教
天
文
学
の
研
究
を
通

し
て
、
西
洋
思
想
と
異
な
る
仏
教
の
独
自
性
や
実
際
的
意
義
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
高
い
志
に
敬
意
を
示
し
た
い
。
月
齢
や
星
座

の
運
行
の
法
則
を
通
し
て
、
時
刻
や
方
角
、
季
節
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
当
時
の
僧
侶
が
庶
民
に
教
え
、
漁
師
や
農
民
た
ち
の

生
活
を
支
え
て
い
た
事
実
は
、
仏
教
が
生
活
の
羅
針
盤
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
『
須
弥
山
儀
』
の
製
作
は
、
当
時
の

科
学
的
観
測
を
組
み
入
れ
つ
つ
も
、
自
分
た
ち
の
伝
統
文
化
の
真
価
を
見
直
そ
う
と
し
て
い
た
証
で
あ
る
。
反
面
、
極
端
な
護
法
が
、

最
先
端
の
科
学
成
果
に
学
ぶ
柔
軟
さ
を
失
わ
せ
た
。
た
だ
何
よ
り
も
肝
心
な
こ
と
は
、
幕
末
の
僧
侶
も
庶
民
も
、
自
分
た
ち
の
住
む
須

弥
山
世
界
に
仏
の
無
擬
光
が
あ
ま
ね
く
届
い
て
い
る
こ
と
を
感
謝
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
須
弥
山
説
と
極
楽
浄
土
観
を
学
ぶ
こ
と
を
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９
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皿
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『
広
辞
苑
』
『
日
本
語
大
辞
典
』
参
照
。

石
川
海
浄
「
長
阿
含
世
記
経
の
成
立
に
就
て
」
、
日
本
仏
教
学
協
会
年
報
第
八
号
、
一
九
○
頁
、
『
現
代
語
訳
阿
含
経
典
長
阿
含
』
第

六
巻
、
引
田
弘
道
「
『
世
記
経
』
解
説
」
四
頁
。
平
河
出
版
社
、
二
○
○
五
年
。

引
田
弘
道
、
前
掲
論
文
、
九
頁
、
二
九
頁
。

『
長
阿
含
経
』
世
記
経
閤
浮
提
州
品
、
大
正
蔵
一
巻
一
一
五
ｂ

『
長
阿
含
経
』
世
記
経
、
佃
利
天
品
、
大
正
蔵
一
巻

大
正
蔵
一
巻
一
三
七
ｂ

『
万
進
』
と
い
う
命
数
法
、
他
に
、
吉
田
光
由
『
塵
劫
記
』
、
『
算
学
啓
蒙
式
』
等
に
よ
り
、
命
数
法
が
異
な
る
。

『
倶
舎
論
』
巻
十
二
、
「
極
微
烏
初
。
指
節
馬
後
。
雁
知
後
後
皆
七
倍
増
。
謂
七
極
微
馬
一
微
量
」
大
正
蔵
一
一
九
巻
六
二
ｂ

『
華
厳
経
』
、
「
照
十
万
悌
剰
微
塵
世
界
。
滅
除
衆
生
諸
煩
悩
熱
」
大
正
蔵
九
巻
五
六
六
ｂ
・

明
代
未
に
書
か
れ
た
『
算
法
統
宗
』
と
い
う
数
学
書
に
記
さ
れ
、
日
本
の
数
の
単
位
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

『
長
阿
含
経
』
世
記
経
、
閤
浮
提
州
品
、
大
正
蔵
一
巻
二
五
ｂ

内
藤
知
康
「
親
鴬
の
阿
弥
陀
仏
観
」
一
八
四
～
一
八
五
頁
、
真
宗
学
一
一
九
・
一
一
一
○
号
、
一
一
○
○
九
年
三
月
。
内
藤
知
康
は
、
「
浄

土
教
に
お
い
て
は
、
情
的
側
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
…
自
己
を
清
浄
・
真
実
な
る
仏
の
対
極
な
る

愚
悪
の
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
自
己
を
救
う
た
め
に
発
願
修
行
し
成
仏
し
た
阿
弥
陀
仏
と
い
う
而
二
の
説
示
に
お
い
て
こ
そ
、
豊

か
な
宗
教
感
情
の
醸
成
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
り
、
親
鴬
教
義
に
お
け
る
被
救
済
者
た
る
衆
生
は
、
凡
夫
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
日
常
生
活

に
お
い
て
、
泣
き
、
笑
い
、
怒
る
、
普
通
の
人
々
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
凡
夫
の
素
朴
な
感
情
に
対
応
し
、
受
容
し
、
包
み
込
む
思
想
と

し
て
の
真
宗
教
義
で
あ
る
こ
と
を
没
却
し
て
、
阿
弥
陀
仏
を
知
的
玩
弄
物
と
し
て
と
ら
え
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
最
後
に
強
調
し
て
お
き

仏
教
の
宇
宙
観
ｌ
須
弥
山
世
界
と
仏
の
慈
悲

一
八
四

縁
と
し
て
、
普
通
の
人
々
は
仏
の
説
い
た
世
界
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
喜
び
、
天
地
の
恵
み
を
受
け
て
、
仏
の
大
悲
に
感
謝
し
て

い
た
。
こ
う
し
た
幕
末
の
心
意
気
に
学
び
、
こ
れ
か
ら
未
来
に
向
っ
て
、
人
々
が
日
々
の
生
活
の
中
で
身
近
に
実
感
で
き
、
し
か
も
世

運
の
流
れ
に
楯
ぴ
な
い
真
実
の
教
学
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。



（
皿
）
『
真
宗
大
辞
典
』
、
龍
谷
大
学
編
纂
『
仏
教
大
辞
棄
』
、
『
本
願
寺
史
』
等
参
照
。

（
空
二
十
四
節
気
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
立
春
、
雨
水
、
啓
塾
、
春
分
、
清
明
、
穀
雨
、
立
夏
、
小
満
、
苦
種
、
夏
至
、
小
暑
、
大
暑
、
立

秋
、
処
暑
、
白
露
、
秋
分
、
寒
露
、
霜
降
、
立
冬
、
小
雪
、
大
雪
、
冬
至
、
小
寒
、
大
寒

月

仏
教
の
宇
宙
観
ｌ
須
弥
山
世
界
と
仏
の
慈
悲

一
八
五

た
い
・
」
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
論
に
大
き
な
教
示
を
受
け
た
。

（
過
）
天
球
園
、
司
馬
江
漢
、
一
七
九
六
（
寛
政
八
）
年
、
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
（
○
二
一
’
二
六
七
）
、
司
馬
江
漢
に
よ
る
銅
版
の
星

座
図
。
本
来
は
『
和
蘭
天
説
』
と
組
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
と
に
な
っ
た
図
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
地
図
制
作
者
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・

デ
・
ウ
ィ
ッ
ト
（
一
六
三
○
～
一
七
○
六
）
の
天
球
図
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
星
座
を
禽
獣
人
物
異
形
で
も
っ
て
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
星
座
名
は
オ
ラ
ン
ダ
語
で
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
十
二
宮
だ
け
は
日
本
で
使
用
し
て
い
る
星
座
名
に
訳
さ
れ
て
あ
る
こ
と
が
、

本
文
中
に
「
日
本
ノ
法
二
訳
ス
レ
ハ
熊
ノ
全
身
ノ
星
ハ
北
斗
七
星
卜
文
昌
ノ
六
星
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
わ
か
る
。
彩
色

は
後
か
ら
施
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
（
龍
谷
大
学
図
書
館
）

（
ｕ
）
青
木
正
範
「
仏
教
の
宇
宙
観
ｌ
幕
末
僧
と
須
弥
山
儀
」
五
八
頁
、
鍋
島
直
樹
・
井
上
善
幸
編
『
仏
教
の
宇
宙
観
と
死
生
観
』
、
龍
谷
大

学
人
間
・
科
学
・
宗
教
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
、
龍
谷
パ
ド
マ
、
二
○
一
○
年
六
月
。

（
咽
）
和
歌
山
市
発
明
館
、
『
ち
ょ
っ
と
サ
イ
エ
ン
ス
』
、
二
○
○
六
年
六
月
一
一
一
日
、
二
四
四
号
。
和
歌
山
市
立
こ
ど
も
科
学
館
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
番
組
、
「
紀
州
の
天
文
学
者
・
中
谷
桑
南
物
語
」
、
一
九
八
二
年
一
月
。

（
焔
）
高
城
武
夫
「
正
立
寺
蔵
須
弥
山
儀
」
、
正
立
寺
の
中
谷
員
澄
に
よ
る
記
述
ノ
ー
ト
。
関
連
文
献
に
、
的
場
健
一
郎
「
須
弥
山
儀
」
、
東
亜

天
文
学
会
誌
「
天
界
」
、
一
九
五
五
（
昭
和
十
）
年
一
○
月
号
。

（
Ⅳ
）
「
江
戸
の
天
空
再
現
天
文
時
計
「
須
弥
山
儀
」
四
年
か
け
精
密
手
作
り
」
二
○
○
六
年
三
月
一
七
日
、
朝
日
新
聞

（
肥
）
和
歌
山
市
立
こ
ど
も
科
学
館
提
供
、
藤
川
八
郎
館
長
、
「
『
須
弥
山
儀
』
の
構
造
と
意
義
」
、
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年

（
四
）
谷
川
穣
「
奇
人
佐
田
介
石
の
近
代
」
参
照
、
京
都
大
学
人
文
肇
報
八
七
号
、
八
七
～
一
○
二
頁
。

（
別
）
梅
林
誠
爾
「
近
代
熊
本
の
学
僧
佐
田
介
石
を
た
ず
ね
て
（
結
び
）
」
、
熊
本
県
立
大
学
、
文
彩
五
、
一
～
一
一
頁
。
二
○
○
九
年
三


